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昨
年
八
月
、
英
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌
の
調
査
部
門
で
あ
る
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
（
以
下
「
豪
州
」）
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
メ
ル
ボ
ル
ン
市
を
「
世
界

一
住
み
や
す
い
都
市
」
と
評
価
し
た
。
一
四
〇
の
都
市
の
、
安
定

性
（
二
五
％
）、
医
療
（
二
〇
％
）、
文
化
・
環
境
（
二
五
％
）、
教

育
（
一
〇
％
）、
イ
ン
フ
ラ
（
二
〇
％
）
を
採
点
し
た
結
果
で
あ
る
。

一
〇
〇
点
満
点
中
、
一
位
の
メ
ル
ボ
ル
ン
は
九
七
・
五
点
、
二
位
の

ウ
ィ
ー
ン
は
九
七
・
四
点
、
三
位
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
九
七
・
三
点
と

僅
差
で
続
く
。
豪
州
の
シ
ド
ニ
ー
、
パ
ー
ス
、
ア
デ
レ
ー
ド
も
そ
れ

ぞ
れ
六
位
、
八
位
、
九
位
に
つ
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
東
京
は
一
八

位
。
昨
年
一
〇
月
の
着
任
後
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
、
一
一
月
に
競
馬

の
メ
ル
ボ
ル
ン
カ
ッ
プ
と
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
カ
ッ
プ
（
ア
メ

リ
カ
と
他
国
の
選
手
の
チ
ー
ム
対
抗
）
が
あ
り
、
一
月
下
旬
に
は
テ

ニ
ス
の
全
豪
オ
ー
プ
ン
（
錦
織
選
手
が
準
々
決
勝
進
出
の
快
挙
）
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
デ
ー
の
各
種
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。三
月
に
は
、

Ｆ
１
レ
ー
ス
が
あ
り
、
夏
季
（
日
本
の
冬
季
）
を
中
心
と
す
る
ク
リ

ケ
ッ
ト
や
冬
季
を
中
心
と
す
る
豪
州
式
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
、
年
間
を

通
じ
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事
が
目
白
押
し
で
、
メ
ル
ボ
ル
ン

市
民
は
同
市
を
豪
州
に
お
け
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
と
自
負
し

て
い
る
。

　

行
事
や
街
の
緑
の
観
点
な
ど
か
ら
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
文
化
・
環
境

は
確
か
に
よ
い
。
メ
ル
ボ
ル
ン
の
医
療
、
教
育
、
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ

海風
陸風

「
世
界
一
住
み
や
す
い
都
市
」

か
ら
日
本
を
見
る

在
メ
ル
ボ
ル
ン
総
領
事

側
嶋
秀
展

そ
ば
し
ま
　
ひ
で
の
ぶ
　

一
九
八
一
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
外
務
省

入
省
。
国
際
社
会
協
力
部
地
球
環
境
課
長
、
在

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
公
使
、在
サ
マ
ー
ワ
（
イ

ラ
ク
）
連
絡
事
務
所
長
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
公
使
、

外
務
副
報
道
官
を
経
て
現
職
。

日本文化を紹介するイベン
トには、たくさんの現地の
人も参加している（武内奈
苗／ＧＯ豪メルボルン）
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も
よ
い
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
安
定
性
に
関
し
て
は
、
犯
罪
件
数
は

日
本
の
ほ
う
が
少
な
い
。
ま
た
物
価
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
日
本
の

一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
る
も
の
が
、
当
地
で
は
二
・
五
〜
三
ド
ル

（
二
二
〇
円
前
後
）
で
売
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昔
は
白
豪
主
義

で
知
ら
れ
た
豪
州
が
、
現
在
多
文
化
主
義
を
掲
げ
、
昨
年
九
月
の
ギ

ラ
ー
ド
首
相
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
演
説
な
ど
で
ア
ジ
ア
重
視
の
姿
勢

を
打
ち
出
し
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
や
メ
ル
ボ
ル
ン
市
も
こ
れ
ら
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
が
、「
住
み
や
す
さ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
が
あ

る
と
感
じ
る
。

　

日
本
は
、
豪
州
の
最
大
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
の
地
位
を
中
国
に

明
け
渡
し
た
が
、
依
然
と
し
て
豪
州
の
最
大
の
貿
易
黒
字
の
供
給
元

で
あ
る
。
ま
た
、
豪
州
は
、
日
本
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
最
大
の

供
給
元
で
あ
る
。
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
締
結
さ
れ
れ
ば
経

済
関
係
は
さ
ら
に
緊
密
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
豪
は
経
済
面
で

相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
お
い
て
も
日
本
企
業
の

活
発
な
活
動
が
雇
用
面
を
始
め
地
元
経
済
を
支
え
て
い
る
。

　

豪
州
に
お
い
て
は
日
本
と
の
自
治
体
間
姉
妹
提
携
が
一
〇
〇
以
上

で
最
も
多
く
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
と
愛
知
県
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
と
大
阪

市
と
の
間
を
始
め
、
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
豪
州
で
最
も
学

ば
れ
て
い
る
外
国
語
は
日
本
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
メ
ル

ボ
ル
ン
に
住
む
邦
人
は
、
生
け
花
、
茶
道
、
和
太
鼓
を
は
じ
め
、
活

発
に
日
本
文
化
を
発
信
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
後
、
邦
人
組

織
が
こ
れ
ら
の
文
化
活
動
も
通
じ
募
金
集
め
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
文
化
面
で
の
豊
か
さ
、
ひ
い
て
は
「
住
み

や
す
さ
」
に
貢
献
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
在
豪
邦
人
の
中
に
は
、
特
に
夏
（
日
本
で
は
冬
）
に
な

る
と
、
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

時
期
は
捕
鯨
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る
。
多
く
の
豪
州
人
は
捕
鯨
に
反
対

で
、
か
つ
豪
州
の
近
海
で
日
本
が
捕
鯨
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
快
く

思
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
時
期
捕
鯨
批
判
が
増
加
す
る
。

在
豪
州
の
日
本
大
使
館
や
各
総
領
事
館
は
当
然
日
本
の
立
場
を
説
明

す
る
。
今
回
は
、
震
災
復
興
へ
の
募
金
が
捕
鯨
の
資
金
源
と
な
っ
た

と
の
誤
報
も
流
れ
、
強
く
反
論
し
た
。
良
好
な
日
豪
関
係
の
中
で
捕

鯨
問
題
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
ヵ
月
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
勤
務
と
生
活
を
通
じ
、
日
本
企
業
と

在
留
邦
人
の
活
発
な
活
動
が
当
地
の
「
住
み
や
す
さ
」
に
貢
献
し
て

い
る
と
確
信
し
た
。
ま
た
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
日
豪
関
係
が
一
層

発
展
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と
感
じ
た
。
当
総
領
事
館
で
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
大
使
館
等
他
公
館
・
機
関
、
日
本
企
業

や
在
留
邦
人
と
連
携
し
て
、
任
地
と
日
本
と
の
関
係
強
化
に
努
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
住
み
や
す
さ
」
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
■




